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富
山
市
本
宮 
浄
心
山
念
法
寺
の
法
蔵
菩
薩 

 

平
井 

一
雄 

 
 

  

富
山
県
富
山
市
本
宮
浄
心
山
念
法
寺
の
裏
庭
と
地
鉄
立
山
線
線
路
の
間
に
あ
る
。 

(

高
さ
一
〇
〇
セ
ン
チ 

幅
五
〇
セ
ン
チ) 

 

古
び
た
納
骨
堂
の
前
に
破
風
型
笠
石
を
載
せ
た
方
形
石
柱
の
前
面
に
法
蔵
菩
薩
が
浮
彫

に
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
立
膝
頭
に
両
手
を
重
ね
、
螺
髪
、
目
を
つ
む
っ
た
顔
を
傾
け
て
い
る
。

釈
迦
苦
行
像
の
像
容
で
あ
る
が
念
法
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
で
あ
る
の
で
法
蔵
菩
薩
で
あ
ろ

う
。 

 

こ
こ
は
石
仏
探
訪
の
途
中
で
見
つ
け
ら
れ
た
北
陸
石
仏
の
会
々
員
の
松
井
兵
英
さ
ん
に

案
内
し
て
も
ら
っ
た
。『
大
山
町
の
石
仏
第
一
、
二
集
』
は
寺
境
内
の
石
仏
は
調
査
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
法
蔵
菩
薩
石
像
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

法
蔵
菩
薩
石
像
の
前
に
は
中
世
五
輪
塔
二
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

右
側
面
の
銘
文
は 

 

先
祖 

薬
勢
上
人
号
慈
暢
仙
人
上
本
宮
■
墓
有
頼
卿
之
師
開
立
山
南
之
道 

中
祖 

浄
心
坊
ヨ
リ
十
世 

念
法
寺 

 

昭
和
三
十
年
四
月
廿
八
日
建
之 

坊
守 

佐
伯
松
枝 

 

意
訳 

 

佐
伯
有
頼
公
の
師
慈
朝
仙
人
（
号 

薬
勢
上
人
）
が
立
山
南
の
道
を
開
山
、
こ
の
人
を
先

祖
と
す
る
中
祖
、
浄
心
坊
よ
り
十
世
念
法
寺
。
昭
和
三
十
年
四
月
廿
八
日
建
之 

坊
守 

佐

伯
松
枝 

 

・
念
法
寺 

真
宗
大
谷
派 

『
大
山
町
史
』
昭
和
三
十
九
年
発
行
に
記
載 

由
緒 

文
武
天
皇
大
宝
二
年
、
佐
伯
根
麿
の
子
、
安
麿
の
孫
、
右
大
臣
有
頼
郷
立
山
を
開
い

た
。
弘
法
大
師
立
山
に
来
ら
れ
、
真
言
宗
を
開
山
、
慈
興
上
人
に
伝
う
。
爾
来
、
七
百
年
立

山
本
宮
寺
奥
の
院
の
司
と
な
っ
た
。 

 

開
山
の
直
系
と
し
て
真
言
宗
を
守
る
。
覚
如
上
人
の
代
に
真
宗
に
転
じ
、
一
如
上
人
の
と

き
、
念
法
寺
の
寺
号
及
び
大
谷
派
に
帰
参
す
る
。
以
来
、
浄
心
坊
よ
り
現
在
に
至
る
十
代
約

二
五
〇
年
。 
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相
森
幹
太
郎
の
逆
立
ち
狛
犬 

 

滝
本 

や
す
し 

  

加
賀
逆
立
ち
狛
犬
は
加
賀
地
方
北
部
を
中
心
に
石
川
県
内
に
数
多
く
み
ら
れ
る
。
現
存

す
る
参
道
狛
犬
が
116
対
で
、
４
対
の
廃
棄
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
１
対
の
み
が

寺
院
で
、
他
は
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

 

相
森
幹
太
郎
の
銘
が
確
認
さ
れ
る
逆
立
ち
狛
犬
は
20
対
で
、
銘
を
確
認
で
き
な
い
が
相

森
の
作
と
思
わ
れ
る
逆
立
ち
狛
犬
が
３
対
あ
り
、
推
定
総
数
は
23
対
で
あ
る
。
名
工
と
い

わ
れ
る
福
嶋
伊
之
助
の
銘
が
確
認
さ
れ
る
逆
立
ち
狛
犬
は
19
対
で
、
銘
を
確
認
で
き
な
い

が
伊
之
助
の
作
と
思
わ
れ
る
逆
立
ち
狛
犬
が
２
対
あ
り
、
推
定
総
数
は
21
対
で
あ
る
。
加

賀
逆
立
ち
狛
犬
の
発
祥
地
で
あ
る
金
沢
か
ら
離
れ
た
松
任(

現
在
の
白
山
市)

で
、
福
嶋
伊

之
助
よ
り
も
多
く
の
逆
立
ち
狛
犬
を
制
作
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
を
石
匠
と
称
す
る
技
量
の

持
ち
主
で
、
独
特
の
表
情
と
流
れ
る
よ
う
に
美
し
い
毛
並
み
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

相
森
の
銘
が
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
も
の
は
白
山
市
横
江
町
宇
佐
八
幡
神
社
の
境
内
摂

社
菅
原
社
の
狛
犬
で
、
大
正
三
年
造
立
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
新
し
い
も
の
は
野
々
市
市
三

日
市
町
郷
八
幡
神
社
の
狛
犬
で
、
昭
和
十
四
年
造
立
で
あ
る
。
初
期
の
作
例
は
鬣
や
尾
の
毛

並
み
が
比
較
的
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、
晩
年
に
な
る
に
つ
れ
、
豪
華
で
盛
り
上
が
っ
た
毛
並

み
と
な
っ
て
い
る
。
相
森
は
こ
の
他
に
、
逆
立
ち
し
な
い
狛
犬
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。 

 

白
山
市
横
江
町
宇
佐
八
幡
神
社
の
境
内
摂
社
菅
原
社
の
拝
殿
の
囲
い
内
に
窮
屈
に
納
め

ら
れ
て
い
る
狛
犬
は
、
基
壇
の
正
面
に
「
奉
」「
納
」
お
よ
び
多
数
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
最
後
尾
に
「
相
森
幹
太
郎
」
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
基
壇
の
側
面
に
「
大
正
三
年
」

「
二
月
吉
祥
」「
石
工
／
松
任
／
相
森
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
奉
納
者
の
一
人
と
し
て
相
森

幹
太
郎
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
森
は
横
江
在
住
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

白
山
市
八
ツ
矢
町
菅
原
神
社
の
狛
犬
の
再
建
さ
れ
た
基
壇
に
「
平
成
八
年
五
月
再
建
／

相
森
石
材
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
幹
太
郎
が
こ
の
年
代
ま
で
制
作
を
続
け
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
相
森
石
材
と
あ
る
の
は
幹
太
郎
の
後
継
者
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
相
森

石
材
と
い
う
石
材
業
者
は
現
在
は
な
く
、
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
な
い
。 

 

相
森
幹
太
郎
の
銘
が
確
認
さ
れ
る
逆
立
ち
狛
犬 

 

１
大
正
三
年 
 
 
 

白
山
市
横
江
町 

宇
佐
八
幡
神
社 

境
内
摂
社
菅
原
社 

 

２
大
正
四
年 

 
 
 

野
々
市
市
清
金 

清
金
中
宮
神
社 

 

３
大
正
六
年 

 
 
 

白
山
市
宮
丸
町 

楢
本
神
社 

 

４
大
正
十
年 

 
 
 

白
山
市
若
宮 

貴
舩
神
社 

 

５
大
正
十
三
年 

 
 

金
沢
市
中
屋
町 

産
王
神
社 

 

６
昭
和
三
年 

 
 
 

白
山
市
小
上
町 

八
幡
神
社 

 

７
昭
和
四
年 

 
 
 

白
山
市
宮
永
町 

宮
永
八
幡
神
社 

 

８
昭
和
五
年 

 
 
 

白
山
市
平
松
町 

平
松
春
日
神
社 

 

９
昭
和
五
年 

 
 
 

野
々
市
市
二
日
市 

荒
川
神
社 

 

10
昭
和
六
年 

 
 
 

野
々
市
市
御
経
塚 

佐
那
武
神
社 

 

11
昭
和
六
年 

 
 
 

白
山
市
七
原
町 

春
日
神
社 

 

12
昭
和
七
年 

 
 
 

川
北
町
山
田
先
出 

磐
出
神
社 

 

13
昭
和
八
年 

 
 
 

野
々
市
市
徳
用
町 

光
松
八
幡
神
社 

 

14
昭
和
八
年 

 
 
 

野
々
市
市
藤
平 

錦
橋
八
幡
神
社 

 

15
昭
和
十
年 

 
 
 

白
山
市
倉
光 

日
吉
神
社 

 

16
昭
和
十
年 

 
 
 

野
々
市
市
稲
荷 

稲
荷
神
社 

 

18
昭
和
十
四
年 

 
 

野
々
市
市
三
日
市
町 

郷
八
幡
神
社 

 

19
造
立
年
不
明 

 
 

白
山
市
村
井
新
町 

村
井
新
稲
荷
神
社 

 

20
造
立
年
不
明 

 
 

白
山
市
八
ツ
矢
町 

菅
原
神
社 

 

相
森
幹
太
郎
の
作
と
考
え
ら
れ
る
逆
立
ち
狛
犬 

 
21
昭
和
十
年(

推
定) 

 

能
美
市
荒
屋
町 

荒
屋
神
社(

国
鉄
松
任
工
場
皇
太
神
宮
よ
り
移
建) 

 

22
昭
和
十
一
年 

 
 

白
山
市
四
ツ
屋
町 

大
鞆
和
氣
神
社 

境
内
摂
社
杉
の
宮 

 

23
昭
和
十
九
年 

 
 

白
山
市
安
養
寺
町 

神
田
白
山
神
社 
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１ 白山市横江町 宇佐八幡神社 摂社菅原社／大正３年 

２ 野々市市清金 清金中宮神社／大正４年 17 野々市市郷町 田中八幡神社／昭和１３年 

12 川北町山田先出 磐出神社／昭和７年 

16 野々市市稲荷 稲荷神社／昭和１０年 

６ 白山市小上町 八幡神社／昭和３年 

21 能美市荒屋町 荒屋神社／昭和１０年(推定) 

18 野々市市三日市町 郷八幡神社／昭和１４年 
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①阿弥陀如来坐像 
南砺市野尻 石武雄神社東 

②阿弥陀如来坐像 
小矢部市経田 

④阿弥陀如来坐像 
小矢部市下中 

③不動明王坐像と六観音坐像 
南砺市荒町 路傍 

井
波
石
工 

甚
右
衛
門 

 

尾
田 

武
雄 

 

南
砺
市
井
波
の
町
を
流
れ
る
東
大
谷
川
両
側
に
石
屋
町
が
あ
り
、
そ
こ
に
石
工
が
た
く

さ
ん
居
た
と
い
わ
れ
る
。
井
波
町
教
育
委
員
会
編
『
井
波
の
由
来
と
伝
説 

井
波
地
区
』

（
平
成
５
年
刊
）
に
よ
る
と
北
川
に
「
石
屋
町
（
い
っ
し
ゃ
ま
ち
）
脇
本
魚
店
向
か
い
の
東

大
谷
川
沿
い
に
、
昭
和
初
頭
頃
ま
で
石
屋
さ
ん
が
軒
を
並
べ
て
い
た
の
で
、
こ
の
通
り
を
石

屋
町
と
呼
ん
で
い
た
。
閑
乗
寺
台
地
の
奥
ま
っ
た
南
斜
面
は
字
石
山
と
い
わ
れ
、
そ
の
石
切

場
か
ら
石
を
切
り
出
し
て
石
仏
、
石
臼
、
根
太
石
、
墓
石
な
ど
を
加
工
し
て
い
た
。
町
史
に

よ
る
と
、
井
波
町
が
藩
に
石
山
金
を
上
納
し
採
掘
許
可
を
得
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

に
石
山
希
望
者
に
百
五
十
匁
の
役
銀
と
引
き
替
え
で
採
掘
さ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。
北
川
村

に
十
軒
ぐ
ら
い
の
石
屋
が
あ
っ
た
。
井
波
町
や
松
島
村
に
も
採
掘
権
も
採
っ
た
者
が
い
た
。」

と
あ
る
。 

 

そ
の
中
央
に
亡
く
な
ら
れ
て
久
し
い
前
衛
書
家
常
川
汀
華
宅
が
あ
る
。
十
数
年
前
に
な

る
が
汀
華
に
お
会
い
し
た
時
先
祖
は
石
屋
だ
っ
た
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
詳

し
く
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。
最
近
、
甚
右
衛
門

の
こ
と
を
調
査
し
て
い
る
と
、
長
谷
川
総
一
郎
富
山
大
学
名
誉
教
授
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
教

示
を
得
た
。
汀
華
さ
ん
は
二
〇
〇
六
年
に
死
亡
さ
れ
、
東
大
谷
川
左
岸
に
位
置
す
る
所
に
居

住
さ
れ
、
前
の
石
屋
と
し
て
は
現
在
の
家
三
軒
分
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

汀
華
さ
ん
宅
が
甚
右
衛
門
の
家
で
も
あ
っ
た
。
氷
見
市
長
坂
の
曹
洞
宗
光
西
寺
の
嘉
永
四

年
（
一
八
五
一
）
五
月
の
銘
の
あ
る
不
動
明
王
坐
像
は
常
川
五
市
郎
で
あ
る
が
、
長
く
寺
に

逗
留
し
三
十
三
カ
所
観
音
ケ
所
石
仏
も
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
五
市
郎
も
常
川
甚
右

衛
門
の
系
列
に
関
わ
る
人
材
で
あ
る
。
甚
右
衛
門
は
活
躍
し
た
名
工
で
あ
る
が
、
銘
文
の
あ

る
石
仏
は
四
体
確
認
し
て
い
る
。
年
次
在
銘
の
あ
る
の
が
一
体
で
、
文
政
二
年
（
一
八
九
一
）

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
あ
る
。
尊
名
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
三
体
、
不
動
明
王
坐
像
と
六
観

音
一
組
で
あ
る
。
常
川
五
市
郎
に
関
し
て
は
『
北
陸
石
仏
の
会
会
報
』
第
64
号
「
井
波
石

工
に
つ
い
て
」
に
掲
載
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
他
に
、
常
川
義
太
郎
、
常
川
茂
太
郎
銘
の
あ
る
石
仏
や
狛
犬
が
あ
る
が
、
同
工
房
で

制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

    

４ ３ ２ １ № 

阿
弥
陀
如
来
坐
像 

不
動
明
王
坐
像 

六
観
音
坐
像 

阿
弥
陀
如
来
坐
像 

阿
弥
陀
如
来
坐
像 

尊
名 

作
者
井
波
石
工

甚
右
衛
門 

作
者
井
波
石
屋

甚
右
衛
門 

石
工
甚
右
衛
門 

石
工
甚
右
衛
門 

石
工
銘 

な
し 

な
し 

文
政
二
年 

な
し 

造
像
年 

小
矢
部
市
下
中 

南
砺
市
荒
町
路
傍 

小
矢
部
市
経
田 

南
砺
市
野
尻
石
武
雄
神
社
東 

所
在
地 
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第
68
回
例
会
報
告 

福
井
市
旧
清
水
町
の
石
仏
巡
り
① 

 

川
野 

明
正 

 

北
陸
石
仏
の
会
の
見
学
会
に
参
加
し
た
。
ま
っ
た
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
見
学
会
は
楽
し

い
。
い
つ
の
間
に
か
大
量
の
笏
谷
石
の
石
造
物
を
み
て
、
い
つ
の
ま
に
か
大
事
な
見
解
や
知

識
を
教
え
て
頂
い
て
、
こ
ち
ら
の
会
の
魅
力
に
す
っ
か
り
感
じ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。 

日
本
石
仏
協
会
本
部
は
支
部
と
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
お
り
、
今
回
の
見
学
会
に
当

た
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
私
こ
と
日
本
石
仏
協
会
会
長
の
川
野
が
訪
問
し
、
北
陸
石
仏
の

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
。 

地
方
石
造
物
関
連
団
体
の
見
学
会
で
は
、
本
堂
の
み
ほ
と
け
や
本
殿
の
ご
祭
神
は
か
な

ら
ず
拝
し
、
石
仏
も
拝
む
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
し
か
し
本
部
の
関
東
地
方
の
見
学
会
で

は
、
拝
む
方
は
少
な
い
。
本
部
会
長
と
し
て
は
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り
、
最
後
に
み
ほ
と
け

や
ご
祭
神
に
手
を
合
わ
せ
て
詫
び
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。『
紀
要
』
も
刊
行
す
る
研
究
重
視

の
姿
勢
な
ど
も
加
え
、
本
部
が
支
部
に
学
ぶ
こ
と
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
た
。 

第
六
十
八
回
例
会
は
、
滝
本
氏
ご
案
内
、
尾
田
氏
事
務
局
長
と
し
て
参
加
、
参
加
者
に
は
、

あ
わ
ら
市
郷
土
歴
史
資
料
館
館
長
の
九
千
房
英
之
氏
ご
夫
妻
や
丹
波
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
の
山
内
順
子
氏
も
参
加
さ
れ
、
奇
し
く
も
滝
本
氏
と
私
を
含
め
る
と
『
日
本
の
石

仏
』
一
八
五
号
の
寄
稿
者
四
名
が
参
加
し
た
。
九
千
房
英
之
氏
も
補
足
で
解
説
を
さ
れ
、
殊

に
各
石
造
物
の
形
態
的
特
徴
か
ら
、
造
立
年
代
の
判
別
を
し
て
頂
い
た
。
滝
本
氏
・
尾
田

氏
・
九
千
房
氏
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

 

印
象
に
残
っ
た
石
造
物
を
以
下
三
点
挙
げ
る
。
文
末
に
見
学
地
リ
ス
ト
を
記
し
た
。 

①
加
茂
神
社
青
面
金
剛
像
（
浮
彫
）（
挿
図
①
）
＝
元
禄
二
己
巳
天
〈
一
六
八
九
〉
余
月
〈
＝

旧
暦
二
月
〉
吉
日
」
寄
進
者
名
「
任
海
」
と
あ
る
。
寄
進
者
は
横
山
庄
太
夫
家
祖
先
と
、
東

清
水
公
民
館
社
会
部
（
編
）『
東
清
水
神
社
誌
』（
二
〇
一
六
年
）
に
あ
る
。
一
面
四
臂
・
二

童
子
・
二
猿
（
人
像
状
に
近
い
）・
二
鶏
。
真
宗
王
国
の
越
前
で
は
珍
し
い
が
、
最
古
の
青

面
金
剛
刻
像
は
福
井
県
内
永
平
寺
町
松
岡
湯
谷 

神
明
神
社
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
年
）

の
も
の
で
あ
る
。 

②
第
二
次
上
海
事
変
戦
没
者
慰
霊
像
（
挿
図
②
）
＝
第
二
次
上
海
事
変
（
一
九
三
七
年
）

の
端
緒
と
な
っ
た
虹
橋
飛
行
場
事
件
で
殺
害
さ
れ
た
斎
藤
與
蔵
一
等
水
兵
（
死
後
三
等
兵

曹
に
特
進
）
の
像
。
尾
田
氏
の
解
説
で
、
日
清
・
日
露
戦
争
な
ど
で
の
二
十
代
の
青
年
が

戦
死
す
る
こ
と
の
、
郷
村
の
甚
大
な
痛
手
、
同
年
代
の
青
年
組
の
悲
し
み
、
殉
国
の
大
義

に
隠
れ
た
家
族
の
悲
し
み
が
、
戦
没
者
慰
霊
塔
の
類
に
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
背
面
に

「
お
婆
さ
ん
は
泣
い
て
い
る
」
と
書
い
て
あ
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
日
本
石
仏
協
会
が

将
来
に
渉
り
存
続
す
る
た
め
に
は
、
近
代
石
造
物
の
な
か
に
、
庶
民
の
心
情
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
る
か
を
記
録
し
て
い
く
活
動
が
会
の
存
在
意
義
と
な
る
だ
ろ
う
し
、
必
要
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
本
部
で
は
浜
田
弘
明
常
任
理
事
が
、
各
種
慰
霊
塔
を
含
め
近
代
石

造
物
の
研
究
に
こ
こ
十
数
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
（
浜
田
弘
明
編
集
代
表
『
日
本
石
造
文

化
事
典
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
二
四
年
）
。
な
お
、
戦
没
者
慰
霊
像
の
説
明
文
の
一
部
が
削
除

さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
忠
君
愛
国
的
な
文
言
を
墨
塗
り
教
科
書
の
例
の
如
く
、
消
去
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

③
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
仏
（
浮
彫
・
痩
身
型
）（
清
水
杉
谷
町
）（
挿
図
③
）
＝
東
南
ア
ジ
ア
で

は
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
で
の
お
釈
迦
様
の
前
世
の
姿
を
拝
む
が
、
日
本
で
は
寡
聞
に
し
て
知
ら

な
い
。
し
か
し
日
本
で
他
の
み
ほ
と
け
の
前
生
の
お
姿
を
尊
崇
す
る
事
例
に
、
五
劫
思
惟
阿

弥
陀
仏
さ
ま
が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
前
生
の
法
蔵
菩
薩
さ
ま
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
尾
田
武
雄

氏
か
ら
説
明
を
伺
っ
た
尊
像
は
、
民
衆
の
想
像
に
よ
る
も
の
で
、
お
釈
迦
様
苦
行
の
お
姿
を

も
彷
彿
さ
せ
る
痩
身
状
の
像
容
を
と
る
希
少
な
お
姿
で
あ
っ
た
。
浄
土
真
宗
が
盛
ん
な
北

陸
な
ら
で
は
と
の
こ
と
。
長
い
長
い
五
劫
も
の
間
の
修
行
で
も
豊
か
な
体
躯
を
保
ち
、
頭
髪

が
伸
び
た
尊
像
で
知
ら
れ
る
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
仏
さ
ま
の
ご
像
で
あ
る
と
は
異
な
る
し
、

現
代
真
宗
の
教
義
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
驚
い
た
。
尾
田
氏
が
解
説
さ
れ
た
よ
う
に
、

宗
教
近
代
化
で
切
り
捨
て
ら
れ
た
民
衆
の
祈
り
の
形
を
見
る
思
い
で
、
仏
教
系
大
学
の
東

洋
大
学
（
学
祖
井
上
圓
了
先
生
は
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
）
で
近
代
的
学
問
を
学
ん
だ
私

も
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。 
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下天下町加茂神社 青面金剛像 

本折町 第二次上海事変戦没者慰霊像 

清水杉谷町 五劫思惟阿弥陀仏 

見
学
地
リ
ス
ト
（
滝
本
や
す
し
氏
作
成
資
料
に
九
千
房
英
之
氏
の
推
測
年
代
を
附
記
） 

 ①
朝
日
山
露
天
採
掘
場
跡
（
西
木
田
、
朝
日
山
不
動
寺
脇
）（
笏
谷
石
製
狛
犬
二
体
・
一
体

は
推
定
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
） 

②
朝
日
山
不
動
寺
（
西
木
田
）
＝
十
二
支
守
り
本
尊 

③
足
羽
山
笏
谷
石
地
下
採
掘
口
跡
（
七
ツ
尾
） 

④
毛
谷
白
山
神
社
（
毛
谷
）
＝
笏
谷
石
製
狛
犬
一
対
・
万
延
元
年
中
秋
）・
二
段
房
推
定
十

六
世
紀
半
・
十
七
世
紀
笏
谷
石
狛
犬
各
１
体
・
渡
唐
天
神
像
（
陰
刻
）・
白
山
比
咩
神
（
浮

彫
）
・
六
字
明
王
（
神
明
さ
ん
）
（
浮
彫
） 

⑤
曹
洞
宗
栄
光
寺
跡
・
八
幡
神
社
（
片
粕
町
）
石
塔
（
推
定:

十
二
世
紀
後
半
程
度
）
七
重

塔
（
推
定
十
三
世
紀
後
半
）・
十
六
羅
漢
（
推
定
十
八
世
紀
中
期
）・
藤
神
様
浮
彫
（
地
蔵
菩

薩
・
天
文
九
年
）・
笏
谷
石
製
小
型
狛
犬
（
推
定1

体
十
七
世
紀
・
残
り
十
八
世
紀
）。 

⑥
加
茂
神
社
（
下
天
下
町
）
＝
青
面
金
剛
浮
彫
（
元
禄
二
年
） 

⑦
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
仏
（
浮
彫
）
（
清
水
杉
谷
町
）
痩
身
型 

⑧
片
山
五
輪
塔
（
推
定
十
五
世
紀
）（
清
水
片
山
町
） 

⑨
天
台
真
盛
宗
西
光
寺
（
清
水
片
山
町
）
＝
報
真
真
言
塔
（
二
基
）（
永
正
七
年
）
薬
研
彫

り
「
オ
ン
・
ボ
・
ラ
・
イ
・
ア
」 

⑩
片
山
八
幡
神
社
（
清
水
片
山
町
）
＝
石
造
鳥
居
（
慶
長
十
八
年
八
月
） 

⑪
上
海
事
変
戦
死
者
立
像
（
兵
隊
地
蔵
）（
彫
刻
宮
本
青
山
） 

⑫
高
雄
神
社
（
本
堂
町
）
＝
笏
谷
石
製
狛
犬
（
寛
永
五
年
）・
六
地
蔵
灯
篭
・
石
造
七
重
塔

（
正
応
三
年
）
・
継
体
天
皇
像
・
狛
犬
附
灯
篭
（
昭
和
十
六
年
二
月
・
石
工:

宮
本
青
山
） 
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片山町八幡神社の石造古式鳥居前にて記念撮影 

令和７年５月１８日 

片粕町八幡神社(曹洞宗栄光寺跡) 七重塔など 

片粕町八幡神社(曹洞宗栄光寺跡) 十六羅漢など 

第
68
回
例
会
報
告 

福
井
市
旧
清
水
町
の
石
仏
巡
り
② 

 

松
浦 

雅
子 

 

昨
秋
の
石
仏
め
ぐ
り
に
初
め
て
参
加
し
て
、
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
２
回
目
の
石
仏

め
ぐ
り
で
す
。 

前
日
の
風
雨
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
当
日
は
良
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
尾
田
様
曰
く
、

石
仏
め
ぐ
り
の
日
は
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
無
い
そ
う
で
、
石
仏
様
の
お
力
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。
尾
田
様
、
滝
本
様
の
連
携
運
転
で
、
同
乗
の
皆
様
と
の
会
話
も
は
ず
み
無
事
福

井
に
到
着
し
ま
し
た
。 

こ
う
い
う
機
会
が
な
け
れ
ば
訪
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
切
り
場
の
見
学

が
あ
り
ま
し
た
。
セ
メ
ン
ト
等
が
な
い
時
代
に
は
石
は
、
大
切
な
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
片
山
町
の
路
傍
の
五
輪
塔
で
は
、
先
人
の
方
々
の
思
い
や
息
吹
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
市
内
を
回
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
滝
本
様
よ
り

福
井
に
つ
い
て
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
、
旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
で
へ
ば
っ
て
し
ま
い
、
何
段
も
あ
る
階
段
を
普
通
に
上
っ
て
い
か
れ
る
皆
様
の
お
姿

を
、
は
る
か
下
で
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た 

石
仏
め
ぐ
り
は
、
当
初
怖
か
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
し
た
日
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
、
目

覚
め
も
清
々
し
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
還
暦
を
過
ぎ
た
私
で
す
が
、
石
仏
め
ぐ
り
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
今
後
ど
う
生
き
て
い
く
か
の
ヒ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
も
得
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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北陸石仏の会 第６９回例会 
 

―加賀逆立ち狛犬めぐり― 
令和７年１０月１９日(日) 

 
 
 

参 加 費：会員７５００円、会員外８５００円 

集合場所：金沢駅西口・・・午前９時００分(午後３時頃解散予定) 

        中型バス利用、２０名募集。 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和７年９月２５日(木) ※募集人数に達し次第締め切ります。 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

   昼 食：コース途中の公園で、雨天時はバス車内で。昼前に買い物できます。 

 

見学予定 

◎金沢市天神町 椿原天満宮／原型、安政６年、石工:松田七佐エ門 

◎金沢市東御影町 卯辰神社／原型、慶応３年(推定)、石工:油屋佐兵エ 

◎金沢市増泉 春日神社／金沢型、明治１５年 

◎金沢市寺町 諏訪神社／金沢型、明治２２年、石工:由野伊三郎 

◎野々市市下林 薬師日吉神社／金沢型、明治２８年、石工:福嶋伊之助 

◎野々市市清金 清金中宮神社／発展型、大正４年、石工:相森幹太郎 

◎白山市坂尻町 乙剱神社／金沢型、大正９年、石工:福嶋伊三次 

◎白山市曽谷町 乙剱神社／金沢型、令和６年建て替え、石川石材商事㈱ 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 


